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平成6年度卒業論文題目一覧表
石川暁子 ことわざ・慣用句の使い方について
市川登志子 Thomas Mann,,Der Tod in Venedig." Uber die 
Bedeutung des Tades Aschenbachs（独文）
上田清貴 ドイツ語名詞文体における機能動詞の機能について
大澤裕美恵 Hartmann von Aueの，，Iwein"について
大平巳由希 日・独におけるホームレス問題
岡見友絵 Kinder-und Hausmarchen 
- Der Unterschied zwischen dem Streben von 
Grimm um das Marchen und dem Empfang des 
Grimmschen碑 rchensin Japan一（独文）
岡本貴彦 ゲーテ「ファウスト第一部」における「グレートヒェ
ン悲劇」について
奥山陽子 ルター訳聖書の初版•最終版及び現代語訳の比較・考
察
小椋裕子 日本とドイツの国際文化交流について
小幡裕子 『マリーア・シュトゥアルト」における創作が作品に
及ぽす影響について
加藤信生 コルベンハイアーとナチズム
北村真紀 Hartmann von Aueの，，Gregorius"について
木村哲也 『グリム童話』一『子どもと家庭のメールヒェン」
であるために一一
源内美枝子 グリム童話，，DerFroschkonig oder eiserne 
Heinrich"についての考察
小池久美子 Uber,,Traumnovelle" von Arthur Schnitzler 
（独文）
小池志保 Bruder Grimm:,,Kinder-und Hausmarchen"と
日本最初の翻訳『西洋古事神仙叢話』との比較考察
高野和佳子 C. F.マイアーの DasAmulett 
194 
フランツ・カフカ『変身』について－カフカの書く
ことへの願望と三つの障壁から－
ゲーテの『タウリスのイフィゲーニエ』における純粋
な人間性について
第三帝国における検閲制度試論
グリム童話と日本の昔話における変身・異類婚の比較
言語と文化における日独比較一対照研究を通じて
ドイツにおける外国人労働者（長期滞在者）の現在と
将来
表現主義映画『カリガリ博士』の解釈
HartmannvonAueの,,Iwein{@について
ヘルダーリンーの死生観
『ニーベルンゲンの歌』におけるクリエムヒルトの考
察一愛と復讐について－
『ニーベルンゲンの歌』における復響心と忠誠心につ
いて
アルトゥーア・シュニッツラー,,DieToten
schweigen(!
ドイツと日本の笑いについて
,,DasAmulett!(の私小説性一理想と現実一
ListとWeiSheitの意味変化について
ゲーテ『若きヴェールターの悩み』について
アーダルベルト ・シュティフターの『石灰石』につい
て
ミヒャエル・エンデ『モモ』の児童文学，娯楽を超え
る解釈とファンタジーの可能性について
女性を表わす語の意味の変化
Deutsland.EinWintermarchen-DieLiteratur
unddieRevolution-(独文）
教育におけるドイツと日本の比較
『アッシェンプッテル』について
小林千登世
後藤晶子
?????? ? ????
???
???? ??
就平
多美子
敏宏
美和子
鈴木理恵
砂田明子
???????
万里子
佳奈子
静佳
修
陽子
竹之内基裕
田代真弓
橘 由紀
??
巽 一
田中亜
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『若きヴェールターの悩み』について
アルトゥーア・シュニッツラー
,,DieTotenschweigen:@
ユダヤ人について－上海のユダヤ人を中心に－
ゴットフリート ・ケラーの作品における女性像につい
て－『馬子にも衣装』と『聖なる破戒僧ヴィタリス』
を中心に－
ゲーテの『トルクヴァート ・タッソー」－タッソー
の悲劇について－
ゲーテの『タウリス島のイフィゲーニエ』について
C.F.マイアーの魂の救済について
言語変化における英独比較一接続法
家父長制とその崩壊一歴史的背景とドイツ文学にお
ける考察－
ゲーテの『若きヴェールターの悩み』について
ドイツリートーFr.Schubertをめぐって－
アルトゥーア・シュニッツラー
,,DieTotenschweigen"「死者は語らず」について
Fr．M・Klingerの,,DieZwillinge$:について
グリム童話における継母について
フランツ・カフカの『変身』における家族について
ナチス時代の青少年
BertholtBrecht:Uber,,DerguteMenschvon
Sezuanc<(独文）
アーダルベルト ・シュティフターの『石灰石』につい
て
ブレヒト『アルトウロ・ウィの抑えることのできる興
隆』における異文化の方法について
C,F.マイアーの宗教観について
ドイツ中世都市の構造と人々の生活
英語とドイツ語における受動態の歴史と相違
田中直
筒井順
??
綱木美佳子
津村和代
中谷光江
?????? ??????
喜
野邉和臣
野村 如
濱田智子
平田
平野
平野
福井
藤井
???????
藤本美穂
藤森美和
??? ???? ??
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ゴットフリート ・ケラー『ぶち猫シュピーゲル』
一その意味と位置と形式について一
DieLyriknachdemZweitenWeltkrieg-Hans
MagnusEnzensbergerundPaulCelan-
フランツ・カフカの『変身』について－Ungeziefer
とは何か－
カフカの作品における法についての考察一『審判』
『判決』『淀の門』を中心に－－
ドイツ語造語論an-Verbenについて
『ナルツィスとゴルトムント』における「母」の問題
について
菩提樹の文化誌
C.F.Meyerにとっての海
ヴィルヘルム・ラ－ベの『ライラックの花』について
どうして『若きウェルテルの悩み』が当時の社会に影
響を与えたのか？
『ヘルマンとドロテーア』について
R.M.リルケの墓碑銘について－バラの意味するも
の－
グリム童話における変身物語
一動物花婿型のMarchen-
FriedrichMaximilianKlingerの,,DieZwillinge((
について
ミュンヘン1886/1912
『第三帝国の言語』
WalterBenjaminにおける複製芸術と生産・受容の
問題
松尾真紀
丸尾淳子
國満代
???
本村麻子
森 俊子
森山直華
????
??
?????? ?
本容
岡千
?? ??
吉田裕美
松永泰子
????? ????
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､
関西大学独逸文学会行事記録
(平成6年1月～12月）
○平成6年7月21日平成6年度総会及び第79回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶…．
2）編集報告…．
3）会計報告…．
??????????????????????????????????? ?? 友氏
而氏
や氏
??
、●
●●
研究発表
鍵の文化誌一鍵穴から見たヨーロッパー……浜本隆志氏
○平成6年12月21日第80回研究発表会
会長挨拶………………………………… ･･丸山 友氏
???
研究発表
統一ドイツのアイデンティティの問題について……佐藤裕子氏
記号コミュニケーション一インターフェイス・コミュニケーション
－コミュニケーションとは果たして
意味・情報の伝達であるか？－…．．……･井上 勉氏
（徳島文理大学助教授）
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」
｢独逸文学」40号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，平成7年7月の総会終了時までに文書で編集委員会に
申し出ること．
2． 原稿について
i)日本文の場合，論文は本文・注を合計し,400字詰横書原稿用紙40
枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評・紹介は
同上用紙20枚，レジュメは不要ワープロ打ちの場合は横33¥,縦31行
で論文は16枚，書評・紹介は8枚とし,A4版の用紙を使用すること．
ii)ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要．
いずれも完全原稿を平成7年9月10日までに，編集委員会に送付．そ
の際，題目と氏名を日本文・ ドイツ文で別紙に記したものを添えるこ
と．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお，
執筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上， これに従って完
全原稿を提出のこと．校正段階での訂正は誤植に限り，原稿の加筆・削
除・修正は行わないこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用の有無については編集委員会に一
任のこと．
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